
は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日

河
合
太
郎
軍
楽
長
時
代
の

　
　
　

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
お
け
る
奏
楽
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

新
聞
資
料
を
中
心
に―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹　

下　

可　

奈　

子
（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）

写真 1　呉海兵団演奏会 ( 大正 12 年 )　( 三浦精子氏所蔵 )
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日

- 12 -



は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日

（次頁へ続く）

 

表 1 呉海兵団軍楽隊単独演奏会の記録 

 日時 演奏会名 場所 出典 

大正 9 年（1920） 

記録なし 

大正 10 年（1921） 

◎ 6 月 8 日（水） 連合軍楽演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 8 日 

◎ 7 月 16 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』7 月 16 日 

◎ 7 月 23 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』7 月 23 日 

◎ 7 月 30 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』7 月 30 日 

◎ 8 月 20 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』8 月 20 日 

◎ 8 月 27 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』8 月 26 日 

◎ 9 月 3 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』9 月 3 日 

 9 月 10 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』9 月 10 日 

◎ 9 月 17 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』9 月 17 日 

◎ 9 月 29 日（木） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』9 月 29 日ほか 

大正 11 年（1922 年） 

◎ 8 月 26 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』8 月 26 日 

◎ 9 月 2 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』8 月 26 日 

◎ 9 月 9 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』8 月 26 日 

大正 12 年（1923 年） 

 6 月 9 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 9 日 

 6 月 15 日（金） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

◎ 6 月 23 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 23 日 

 6 月 30 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

 7 月 7 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 9 日 

 7 月 14 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

◎ 7 月 15 日（日） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』7 月 15 日 

 7 月 21 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 9 日 

 7 月 26 日（木） 呉工廠集会所主催演奏会 呉工廠集会所 『中国新聞』7 月 28 日 

 7 月 28 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

 8 月 18 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

 8 月 24 日（金） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 9 日 

 9 月 8 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

 9 月 19 日（水） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『中国新聞』6 月 9 日 

 9 月 22 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『中国新聞』6 月 9 日 

大正 13 年（1924） 

◎ 4 月 21 日（月） 「呉デー」公開演奏会 二河公園音楽堂 『呉新聞』4 月 21 日 
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日
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 日時 演奏会名 場所 出典 

大正 14 年（1925） 

◎ 4 月 4 日（土） 管弦楽公開演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 『中国新聞』4 月 3 日 

◎ 5 月 10 日（日） 銀婚式奉祝演奏會 五番町小学校講堂 『中国新聞』5 月 8 日 

◎ 5 月 23 日（土） 管弦楽演奏会（管弦楽） 呉水交支社 リーフレットほか 

◎ 5 月 27 日（水） 海軍記念日記念演奏会 五番町小学校講堂 『呉新聞』5 月 26 日 

◎ 7 月 11 日（土） 夏季演奏会 二河公園音楽堂 『呉新聞』7 月 10 日 

◎ 7 月 18 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 呉水交支社 『呉新聞』7 月 19 日 

◎ 8 月 29 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 『呉新聞』8 月 28 日 

◎ 9 月 12 日（土） 夏季演奏会（吹奏楽） 二河公園音楽堂 『呉新聞』9 月 12 日 

◎ 9 月 19 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 『呉新聞』9 月 19 日 

◎ 9 月 26 日（土） 夏季演奏会 五番町小学校講堂 『呉新聞』9 月 26 日 

大正 15 年（1926） 

 6 月 26 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『呉新聞』6 月 22 日 

◎ 8 月 21 日（土） 夏季演奏会（吹奏楽） 呉水交支社 『呉新聞』8 月 22 日 

 8 月 22 日（日） 夏季演奏会 広集会所 『呉新聞』8 月 22 日 

◎ 9 月 4 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 呉水交支社 『呉新聞』9 月 4 日 

◎ 9 月 11 日（土） 夏季演奏会（吹奏楽） 二河公園音楽堂 『呉新聞』9 月 4 日 

◎ 9 月 18 日（土） 夏季演奏会（吹奏楽） 二河公園音楽堂 『呉新聞』9 月 17 日 

 9 月 25 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 呉会館 『呉新聞』7 月 4 日 

昭和 2 年（1927） 

◎ 7 月 29 日（金） 夏季演奏会 二河尋常小学校校庭 リーフレットほか 

◎ 8 月 27 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 リーフレットほか 

 9 月 17 日（土） 管弦楽演奏会（管弦楽） 賀茂郡広村公会堂 『呉新聞』9 月 16 日 

昭和 3 年（1928） 

◎ 5 月 27 日（日） 海軍記念日記念演奏会 二河公園音楽堂 『呉新聞』5 月 25 日 

◎ 6 月 16 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 呉水交支社 『呉新聞』6 月 15 日 

◎ 6 月 23 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 『呉新聞』6 月 26 日 

◎ 7 月 28 日（土） 夏季演奏会（吹奏楽） 二河公園音楽堂 『呉新聞』7 月 27 日 

◎ 8 月 25 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『呉新聞』8 月 24 日 

◎ 9 月 8 日（土） 夏季演奏会 呉水交支社 『呉新聞』9 月 7 日 

◎ 9 月 14 日（金） 広島放送局出演 不明 『呉新聞』9 月 14 日 

◎ 9 月 22 日（土） 夏季演奏会（管弦楽） 五番町小学校講堂 リーフレットほか 

◎ 9 月 29 日（土） 秩父宮殿下御結婚奉祝演奏会（吹

奏楽） 

二河公園音楽堂 リーフレットほか 

（各種資料に基づき竹下作成） 



は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日

 
表 2 大正 14 年 9 月 12 日演奏会プログラム 

大正 14 年 9 月 12 日（土） 於：二河公園音楽堂 指揮：河合太郎 編成：吹奏楽 

第 1 部  

行進曲 プレッセン ――――――――――――――――――――――――― ゴールデ 

接続曲 音楽の鞄 ―――――――――――――――――――――――――― 三田正美編 

円舞曲 明治の面影 ――――――――――――――――――――――――― 佐野軍楽長編 

戦争描写曲 デリー征討軍 ―――――――――――――――――――――― プライドハム 

第 2 部  

長唄 小鍛冶 ―――――――――――――――――――――――――――― 田中軍楽長編 

支那楽 浸板流水、大湖船 ―――――――――――――――――――――― 吉本軍楽長編 

箏曲 千鳥 ――――――――――――――――――――――――――――― 佐野軍楽長編 

大序楽 ウイリアム・テル ―――――――――――――――――――――― ロシニー 

（『呉新聞』大正 14 年 9 月 11 日） 

  

表 3 大正 14 年 9 月 19 日演奏会プログラム 

大正 14 年 9 月 19 日（土） 於：五番町小学校講堂 指揮：高村吉一 編成：管弦楽 

第 1 部  

フォックス・トロット 鰐 ―――――――――――――――――――――― モッアン、アリスト合作 

組曲中より マヅルカ舞曲 ―――――――――――――――――――――― グラツウノフ 

小品 ラルゴー ――――――――――――――――――――――――――― ヘンデル 

小品 クッコー ――――――――――――――――――――――――――― アアレンスキー 

歌劇抜粋 ユージン・オネーギン ――――――――――――――――――― チャイコフスキー 

第 2 部  

序楽 潜水夫 ―――――――――――――――――――――――――――― ケルビニー 

胡桃割 行進曲、支那の舞踏、アラビヤの舞踏、露西亜トレパック舞踏 ―― チャイコフスキー 

瞑想曲 ――――――――――――――――――――――――――――――― ヴィュータン 

歌劇 ファウスト ―――――――――――――――――――――――――― グノー 

（『呉新聞』大正 14 年 9 月 18 日） 

 

表 4 大正 14 年 9 月 26 日演奏会プログラム 

大正 14 年 9 月 26 日（土）19：00－ 於：五番町小学校講堂 指揮：高村吉一 

第 1 部  

序楽 愛の泉 ―――――――――――――――――――――――――――― バルフ 

マヅルカ 紫菫 ――――――――――――――――――――――――――― アイレンベルグ 

二つの印度舞曲 狩祭のダンス、戦闘ダンス ―――――――――――――― スキルトン 

組曲 ペーアギント 朝、アーゼの死、アユートラの舞踏、山の王の殿堂 ― グリーク 

第 2 部  

組曲 明媚なる場面 ――――――――――――――――――――――――― マスネ― 

詩楽 天使の夢 ――――――――――――――――――――――――――― ルビンスタイン 

歌劇 ミニヨン ――――――――――――――――――――――――――― トーマス 

ロングサインの変奏曲 ―――――――――――――――――――――――― トバニー 

（『呉新聞』大正 14 年 9 月 26 日） 

曲名、作・編曲者名ともに原文ママ、旧漢字のみ新字体に変更 
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日

写真 2　呉海兵団の吹奏行進 ( 大正 12 年 )　( 三浦精子氏所蔵 )

 
表 5 市民団体への客演の記録 

 日時 演奏会名 場所 出典 

大正 9-11 年（1918-22） 

記録なし 

大正 12 年（1923） 

 4 月 23 日（月） 広島市立高等女学校音楽会 不明 渡辺弥蔵 1954『広島の音楽

（書写）』(24) 

◎ 10 月 29 日（月） 市立高等女学校音楽演奏会 市公会堂 『中国新聞』10 月 29 日 

大正 13 年（1924） 

記録なし 

大正 14 年（1925） 

◎ 10 月 9 日（金） 呉市立高等女学校秋の音楽演奏

会 

五番町小学校講堂 『中国新聞』10 月 3 日ほか 

◎ 10 月 10 日（土） 広島市立高等女学校音楽会 不明 『中国新聞』10 月 16 日 

大正 15 年（1926） 

◎ 1 月 25 日（日） 五日市小学校落成記念音楽会 不明 『中国新聞』1 月 21 日 

◎ 2 月 25 日（木） 高田郡児童音楽大会 吉田常盤座 『中国新聞』2 月 27 日 

 2 月 28 日（日） 進徳高等女学校音楽会 進徳高等女学校講堂 『中国新聞』2 月 5 日 

◎ 6 月 25 日（金） 地久節祝賀「講演と音楽の会」 呉会館 『中国新聞』6 月 12 日 

 10 月 27 日（水） 広島市立高等女学校音楽会 不明 『呉新聞』10 月 27 日 

◎ 11 月 7 日（日） 県立呉高等女学校音楽会 呉会館 『呉新聞』11 月 6 日 

 11 月 28 日（日） 呉市立高等女学校音楽会 五番町小学校講堂 『呉新聞』11 月 26 日 

昭和 2 年（1927） 

◎ 6 月 7 日（火） 厳島音楽演奏大会 厳島尋常高等小学校 リーフレットほか 

昭和 3 年（1928） 

◎ 2 月 11 日（土） 紀元節日呉市学童奉祝音楽会 五番町小学校講堂 リーフレットほか 

（各種資料に基づき竹下作成） 
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日
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は
じ
め
に

近
代
日
本
の
洋
楽
史
を
考
え
る
う
え
で
、
明
治
最
初
期
か
ら
洋
楽
を
学
び
、
そ
の
普
及
に

貢
献
し
て
き
た
軍
楽
隊
の
存
在
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
広
島
と
い
う
一
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
呉
鎮
守
府
に
配
置
さ
れ
た

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
（
写
真
1
）
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
に
と
も
な
い
昭
和
二
〇（
一
九
四
五
）

年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
の
五
五
年
間
、
横
須
賀
海
兵
団
に
て
教
育
さ
れ
た
高
い
水
準
の
音
楽

技
術
を
、
儀
礼
奏
楽
や
演
奏
会
を
通
し
て
広
島
県
民
に
広
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
退
役
し
た

隊
員
が
市
民
音
楽
団
体
の
創
設
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
な
ど
、
広
島
の
洋
楽
文
化
発
展

に
貢
献
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、『
第
一
回
中
間
報
告
集
』(1)
に
お
い
て
も
指
摘
し
た

よ
う
に
、
そ
の
詳
し
い
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
未
だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
を
主
眼
点
と
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
道
下
京

子
(2)
、桑
原
功
一(3)
の
二
名
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
両
氏
と
も
、昭
和
四
六（
一
九
七
一
）年
に『
呉

日
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
、「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」(4)
を
お
も
な
参
考
資
料
と
し
て
用
い
て

い
る
。

「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
は
、
久
保
田
利
数
に
よ
っ
て
五
〇
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
囲
み
記
事

で
あ
る
。
当
時
ま
だ
存
命
中
で
あ
っ
た
、
元
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
楽
長
河
合
太
郎
の
協
力
の
も

と
執
筆
さ
れ
た
よ
う
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
お
も
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊

の
創
設
か
ら
の
流
れ
や
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
君
が

代
』
の
普
及
や
、当
時
の
呉
市
の
音
楽
情
勢
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
幅
広
い
。

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
に
関
し
て
は
、明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら
昭
和
一
〇（
一

九
三
五
）
年
ま
で
の
四
〇
年
間
の

う
ち
の
、
二
七
回
の
演
奏
会
が
、

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の

演
奏
会
情
報
に
つ
い
て
は
出
典
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
演
奏
会
に
つ
い
て
そ
れ
以

上
精
査
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態

に
あ
る
。
ま
た
、
無
作
為
に
選
ば

れ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
う
え
に
、

数
も
多
く
な
い
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
も
と
に
年
代
に
よ
る
変
化
や
そ

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で

あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
河
合
太
郎

が
楽
長
に
就
任
し
て
い
た
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
ま
で
の

九
年
間
に
ま
ず
焦
点
を
あ
て
、
当
時
の
新
聞
を
中
心
に
、
新
た
に
そ
の
奏
楽
実
態
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
日
本
海
軍
の
一
大
躍
進
時
代
で
も
あ
り
、

海
軍
軍
楽
隊
全
体
で
も
革
新
的
な
業
績
が
数
々
あ
げ
ら
れ
た
。(5)
そ
れ
は
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
河
合
太
郎
が
市
民
へ
の
奏
楽
提
供
や
、
管
弦
楽
編
成
の
充
実
に

力
を
注
い
だ
時
期
の
奏
楽
実
態
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
五
五

年
間
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
足
掛
か
り
に
す
る
と
と
も
に
、
広
島
の
洋
楽
史
研
究
の
一
助
と
し

た
い
。

一
　
河
合
太
郎
お
よ
び
使
用
資
料
に
つ
い
て

（
一
）　

河
合
太
郎
に
つ
い
て

河
合
太
郎
は
金
沢
の
生
ま
れ
で
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
六
月
に
横
須
賀
海
兵
団
に

軍
楽
兵
と
し
て
、
十
七
歳
で
入
団
し
た
。
楽
器
は
コ
ル
ネ
ッ
ト
で
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

年
春
に
は
普
通
科
練
習
生
を
修
業
し
た
。
三
等
楽
手
で
参
加
し
た
日
露
戦
争
で
は
、
東
郷
平

八
郎
司
令
長
官
座
乗
の
連
合
艦
隊
旗
艦
「
三
笠
」
に
乗
り
組
み
、
伝
令
と
し
て
参
戦
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
は
軍
楽
師
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
軍
楽
長

に
昇
任
し
、
大
正
九
年
十
一
月
一
日
、
海
軍
軍
楽
特
務
中
尉
で
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
楽
長
と

し
て
配
属
さ
れ
た
。
在
任
中
は
、
通
常
の
儀
礼
奏
楽
等
の
仕
事
に
加
え
、
一
般
市
民
向
け
夏

季
演
奏
会
の
実
施
や
、
地
元
の
女
学
生
と
の
共
演
な
ど
、
市
民
へ
の
洋
楽
普
及
に
も
力
を
入

れ
た
。
ま
た
、
彼
の
時
代
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
は
管
弦
楽
編
成
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
三
年
十
二
月
に
軍
楽
特
務
大
尉
と
し
て
退
役
し
、
そ
の
後
堀
内
敬
三
に
招
か
れ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

日
本
ビ
ク
タ
ー
に
お
い
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

戦
時
中
、
東
京
で
空
襲
に
あ
っ
た
の
を
機
に
呉
に
疎
開
し
、
そ
の
後
は
呉
に
定
住
し
た
。

戦
後
も
、
中
国
吹
奏
楽
連
盟
会
長
、
呉
市
民
交
響
楽
団
指
揮
者
、
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

自
衛
隊
少
年
術
科
学
校
、
呉
造
船
所
吹
奏
楽
団
各
講
師
な
ど
の
役
職
を
兼
任
し
、
広
島
県
の

音
楽
活
動
の
充
実
に
貢
献
し
た
。(6)
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
、
呉
市
在
住
者
と
し
て

は
初
め
て
と
な
る
中
国
文
化
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。(7)
ま
た
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は

勲
五
等
双
光
旭
日
章
も
受
章
し
て
い
る
。

広
島
市
民
交
響
楽
団
の
理
事
長
を
務
め
た
高
橋
定
や
、
広
島
市
出
身
の
作
曲
家
陶
野
重
雄

へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。(8)
在
任
中
、
退
官
後
と
も
に
呉
市
の
音
楽
文
化
啓
蒙
に
尽
力
し

た
人
物
で
あ
り
、
歴
代
の
軍
楽
長
の
中
で
も
、
非
常
に
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
い

え
る
。

（
二
）
参
照
し
た
資
料
に
つ
い
て

今
回
お
も
に
参
照
し
た
の
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』、『
中
国
新
聞
』、『
呉
新
聞
』
の
三
紙
で

あ
る
。

『
芸
備
日
日
新
聞
』
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
発
行
を
開
始
し
た
、
明
治
・
大
正
期

に
お
け
る
広
島
最
大
手
の
地
方
新
聞
で
あ
る
。
本
社
は
広
島
市
大
手
町
に
あ
り
、
広
島
市
に

関
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
呉
市
に
関
す
る
記
事
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
呉
海
兵

団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
多
く
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

『
中
国
新
聞
』
も
『
芸
備
日
日
新
聞
』
と
同
じ
く
本
社
を
広
島
市
に
お
く
地
方
新
聞
で
あ
り
、

こ
ち
ら
は
明
治
二
五（
一
八
九
二
）年
に
創
刊
さ
れ
た
。
最
初
期
こ
そ
発
行
部
数
に
お
い
て『
芸

備
日
日
新
聞
』
に
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
た
が
、
大
正
初
期
に
は
横
並
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
昭
和
に
入
る
こ
ろ
に
は
『
芸
備
日
日
新
聞
』
を
完
全
に
抜
き
去
り
、
広
島
最
大
手
の
地

方
新
聞
と
な
っ
た
。
そ
の
後
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
は
、
芸
備
日
日
新
聞
社
の
経
営
権

を
得
て
い
る
。(9)
『
中
国
新
聞
』で
は「
呉
版
」あ
る
い
は「
地
方
版
」と
い
う
頁
を
設
け
て
お
り
、

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
関
係
の
記
事
は
そ
の
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
れ
ら
二
紙
に
対
し
て
、
呉
市
に
拠
点
を
置
い
た
の
が
『
呉
新
聞
』
で
あ
る
。『
呉
新
聞
』

は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、『
中
国
新
聞
』
の
姉
妹
紙
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。(10)
海
軍

所
在
地
の
日
刊
新
聞
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
一
県
一
紙
制
導

入
の
流
れ
に
逆
ら
い
、
中
国
新
聞
社
か
ら
分
離
し
て
独
立
紙
と
な
っ
て
い
る
。(11)
『
呉
新
聞
』

と
い
う
名
の
通
り
、
呉
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
非
常
に
詳
し
く
扱
わ
れ
て
お
り
、
海
軍
関

係
の
記
事
も
多
い
。
三
紙
の
中
で
、
も
っ
と
も
頻
繁
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
つ
い
て
報
じ
て

い
る
新
聞
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
聞
資
料
に
く
わ
え
て
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
な
ら

び
に
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
資
料
も
参
照
し
て
い
る
。

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
、
式
典
等
で
の
儀
礼
奏
楽
は
取
り
扱
わ
ず
、
純
粋
な
演
奏
会
形
式

の
奏
楽
に
つ
い
て
提
示
、
考
察
を
行
う
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
会
形
式
の
奏
楽
は
、

軍
楽
隊
単
独
で
開
催
し
た
も
の
と
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
今
回

は
そ
れ
ぞ
れ
を
別
に
扱
い
、
提
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
単
独
演
奏
会

呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
へ
の
公
開
演
奏
が
最
初
に
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
四
四
（
一

九
一
一
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
は
ま
だ
不
定
期
の
開
催
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。(12)
そ

の
後
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
呉
市
二
河
公
園
に
音
楽
堂
が
建
設
さ
れ
、
河
合
太
郎
が

就
任
し
た
翌
年
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
か
ら
、
お
も
に
そ
の
音
楽
堂
を
使
用
し
、
夏
季

に
定
期
的
な
市
民
向
け
演
奏
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

表
1
に
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
単
独
演
奏
会
の

記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
左
側
に
◎
を
付
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
ま
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

記
載
し
て
い
る
演
奏
日
時
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
新
聞
紙
面
で
予
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

実
際
に
は
天
候
の
関
係
で
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
に
、
大
正
十
年
九
月
二
九
日
木
曜
日
の
演
奏
会
は
、『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
も
と
も
と

二
四
日
土
曜
日
に
挙
行
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。(13)
『
芸
備
日
日
新
聞
』
で
は
そ
の
後
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、『
中
国
新
聞
』
で
は
、
二
四
日
は
天
候
の
関
係
で
聴
衆
が
少
な
か
っ
た
た

め
に
、
二
九
日
に
変
更
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。(14)
演
奏
会
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
出
典

資
料
に
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
旧
字
体
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
訂
正

の
上
、
記
載
し
た
。
と
く
に
名
称
の
な
い
場
合
は
、
演
奏
会
趣
旨
を
記
載
し
た
。
ま
た
、
夏

季
の
毎
土
曜
日
に
定
期
的
に
開
催
さ
れ
た
公
開
演
奏
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
を
「
夏
季

演
奏
会
」
に
統
一
し
て
い
る
。
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
か
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
管
弦

楽
編
成
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
演
奏
会
の
編
成

を
明
記
し
て
い
る
。
出
典
の
新
聞
資
料
は
、
す
べ
て
演
奏
会
開
催
年
の
発
行
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
を
調
査
し
た
結
果
、
全
部
で
五
八
回
の

演
奏
会
の
開
催
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

以
下
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
演
奏
会
の
開
催
時
期
が
四
月
か
ら
九
月
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

六
月
か
ら
九
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た
夏
季
演
奏
会
を
含
め
、
す
べ
て
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

間
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
で
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
夏
季
演
奏
会
の
記
録
が
な
い
が
、
こ

れ
は
参
照
し
た
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
の
『
呉
新
聞
』
の
大
正
十
三
年

六
月
か
ら
大
正
十
四
年
四
月
分
ま
で
が
欠
け
て
い
る
た
め
で
、
実
際
に
は
例
年
通
り
夏
季
演

奏
会
が
と
り
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の『
中
国
新
聞
』に
は
、

残
念
な
が
ら
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
単
独
演
奏
会
に
つ
い
て
の
報
道
は
な
い
。
ま
た
、
例
年
六

回
以
上
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
演
奏
会
が
、
昭
和
二
年
で
は
二
回
に
限
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大

正
天
皇
の
諒
闇
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
す
べ
て
中
止
に
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
が
、
市
民
か
ら
の
熱
心
な
要
望
に
よ
っ
て
、
二
回
に
限
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
。(15)
大

正
十
一
年
も
三
回
と
少
な
い
回
数
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

二
点
目
は
、
開
催
場
所
が
呉
市
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
河
公
園
音
楽
堂
、

呉
水
交
支
社
、
呉
工
廠
集
会
所
、
五
番
町
小
学
校
講
堂
な
ど
は
、
す
べ
て
呉
市
の
建
物
で
あ
る
。

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
お
よ
び
昭
和
二
年
に
は
賀
茂
郡
広
村
で
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
も
現
在
で
は
呉
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、
こ
の
時
代
に
は
県
内
の
ほ
か

の
場
所
で
の
単
独
の
演
奏
会
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
広
島
県
以

外
の
場
所
に
関
し
て
は
、
軍
艦
等
へ
乗
艦
し
航
海
を
行
っ
た
際
に
、
神
戸
や
大
阪
(16)
、
さ
ら
に

は
大
連
(17)
に
て
公
開
演
奏
を
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
頃
か
ら
、
演
奏
会
を
通
し
て
市
民
と
の
間
に
相
互
の
働
き
か
け

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
の
『
呉
新
聞
』
で
は
、市
民
か
ら
「
高

村
軍
楽
兵
曹
長
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
が
聴
き
た
い
」
と
い
う
投
書
が
あ
っ
た
(18)
こ
と
や
、「
初

め
は
理
解
す
る
人
が
な
か
つ
た
の
で
公
演
曲
目
も
極
く
平
易
な
も
の
を
撰
ん
で
居
ま
し
た
が

今
は
聽
衆
の
耳
が
訓
練
さ
れ
て
『
も
少
し
高
級
な
も
の
を
』『
シ
ン
ホ
ニ
ー
を
』
演
奏
し
て
吳

れ
等
と
云
ふ
投
書
が
軍
樂
長
の
許
へ
ド
シ
ド
シ
舞
ひ
込
む
様
に
な
つ
た
の
だ
か
ら
驚
い
た
も

の
」(19)
と
い
う
評
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
太
郎
の
、「
近
頃
吳
地
方
の
人
等
が
音

樂
に
非
常
に
理
解
を
持
つ
に
到
つ
た
事
は
私
も
誠
に
喜
ぶ
と
同
時
に
軍
樂
隊
と
し
て
の
研
究

も
極
め
て
猛
烈
で
す
」(20)
と
い
う
言
葉
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
報
道
は
、
大
正
十

三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
実
際
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
に
も
そ
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
九
月

十
二
日
の
演
奏
会
は
、「
洋
樂
に
對
し
て
初
歩
の
私
達
の
た
め
に
も
又
極
め
て
平
易
な
洋
樂
を

混
て
頂
け
ま
す
な
ら
ど
れ
だ
け
幸
福
で
せ
う
」
と
い
う
手
紙
で
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
日
本

曲
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
い
る
（
表
2
）。(21)
ま
た
、
た
だ
要
望
に
こ
た

え
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
頃
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
い
う
試
み
も
見

ら
れ
る
。
同
年
九
月
十
九
日
に
は
、
ロ
シ
ア
曲
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ロ
シ
ア

も
の
を
主
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成（
表
3
）(22)
、さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
の
九
月
二
六
日
に
は
、

組
曲
を
多
く
編
成
（
表
4
）(23)
、と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、プ
ロ
グ
ラ
ム
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
も
、
大
正
十
三
年
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
呉
海
兵
団

軍
楽
隊
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
決
め
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
編
成
は
、
大
正
十
四
年
以
降
た
び
た
び
見
ら
れ
る
。

三
　
市
民
団
体
へ
の
客
演

続
い
て
、
市
民
団
体
へ
の
客
演
に
お
け
る
奏
楽
の
実
態
を
み
て
い
く
。
表
5
に
、
大
正
九

年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
よ
る
市
民
団
体
へ
の
客
演
の
記
録
を
ま
と

め
て
い
る
。

市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
三
点
で
あ

る
。ま

ず
一
点
目
は
、「
市
民
団
体
」
の
す
べ
て
が
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回
調
査

し
て
判
明
し
た
十
三
件
の
演
奏
会
す
べ
て
が
女
学
校
や
小
学
校
と
い
っ
た
、
教
育
機
関
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
女
学
校
は
非
常
に
多
く
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
、

呉
市
立
高
等
女
学
校
、進
徳
高
等
女
学
校
な
ど
、数
多
く
の
女
学
校
と
共
演
し
て
い
る
。
戦
後
、

河
合
太
郎
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、「
上
官
か
ら
『
軍
よ
り
学
校
か
ら
給
料
を
も

ら
え
』
と
い
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
お
り
、(25)
彼
が
軍
楽
長
だ
っ
た
時
代
に
熱
心
に
教
育
機
関
と

の
連
携
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

当
時
の
呉
市
に
は
、「
呉
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
」
や
「
呉
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
」
と
い
っ

た
市
民
楽
団
が
存
在
し
た
(26)
が
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
の
共
演
の
記
録
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
丁
未
音
楽
会
な
ど
の
広
島
市
内
の
演
奏
会
へ
の
出
演
の
記
録
も
、
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』
に
よ
る
と
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の
出
演
は
、

太
平
洋
戦
争
の
中
ご
ろ
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(27)
ま
た
、昭
和
十
七（
一

九
四
二
）、
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
に
在
籍
し
て
い
た
平
岡
啓
三
と
い
う

人
物
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、
呉
市
立
高
等
女
学
校
、
広
島
県
立
高
等
女
学
校
の
音
楽
会
へ
の

出
演
も
、そ
の
頃
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(28)
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
以
降
の
一
次
資
料
を
継
続
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
裏
付
け
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

次
に
二
点
目
は
、
単
独
で
の
演
奏
会
と
異
な
り
、
開
催
時
期
も
地
域
も
広
範
囲
に
及
ん
で

い
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
団
体
へ
の
客
演
で
は
、
一
月
や
二
月
、
十
一
月
と
い
っ
た
、
単
独

で
の
演
奏
会
が
開
か
れ
な
か
っ
た
月
の
演
奏
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
単
独
演
奏
会

と
異
な
り
、
呉
市
以
外
の
場
所
に
も
多
く
出
向
い
て
い
る
。
広
島
市
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

現
在
の
地
名
で
安
芸
高
田
市
や
廿
日
市
市
と
い
っ
た
遠
い
地
域
ま
で
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
点
か
ら
鑑
み
て
、
市
民
団
体
に
よ
る
演
奏
会
へ
の
客
演
は
、
普
段
呉
海
兵
団
軍

楽
隊
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
県
内
地
域
の
人
々
へ
の
格
好
の
奏
楽
提
供
の
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
か
ら
、
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、『
中
国
新
聞
』
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
の
両
紙
が
、

大
正
十
四
年
十
月
九
日
の
呉
市
立
女
学
校
の
音
楽
会
に
お
い
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
初
め

て
合
唱
の
伴
奏
を
行
う
こ
と
を
報
じ
て
お
り
、(29)
関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
こ
の
時
演
奏
し
た

の
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
魔
弾
の
射
手
』
の
伴
奏
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
翌
十
日
に
は
、
広
島
市
立
高
等
女
学
校
の
演
奏
会
で
も
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
の
合

唱
伴
奏
を
行
っ
て
い
る
。
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
管
弦
楽
編
成
が
広
島
市
に
お
い
て
披
露
さ
れ

た
の
は
こ
の
時
が
初
め
て
で
、「
慾
を
い
へ
ば
も
少
し
絃
の
人
々
の
多
か
ら
ん
事
で
あ
る
が
、

官
命
に
よ
る
人
員
は
如
何
と
も
す
べ
く
も
な
い
譯
で
あ
る
」
と
い
う
評
が
新
聞
紙
上
で
な
さ

れ
て
い
る
。(30)

合
唱
伴
奏
は
、
そ
の
後
大
正
十
五
年
六
月
二
五
日
、
大
正
十
五
年
十
一
月
七
日
の
演
奏
会

で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
招
聘
さ
れ
て
客
演
を
行
っ

た
も
の
で
、
招
聘
し
た
側
と
の
共
同
で
の
演
奏
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

今
回
大
正
九
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
九
年
間
の
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態
を
、
単

独
演
奏
会
と
、
市
民
団
体
演
奏
会
へ
の
客
演
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
調
査
し
た
。
そ
れ
ら

の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
た
結
果
、
以
下
三
点
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
点
目
は
、

軍
楽
隊
単
独
の
演
奏
会
は
時
期
、
地
域
と
も
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
地
域
市
民

と
の
共
演
で
は
そ
の
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
二
点
目
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
市

民
団
体
と
の
共
演
は
、
教
育
機
関
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
三
点
目
は
、
大
正
十
四
年
を
境
に
、

市
民
か
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
、
合
唱
の
伴
奏
な
ど
、
新
た
な
取
り
組

み
を
数
多
く
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
以
前
お
よ
び
、

昭
和
四
年
以
後
の
調
査
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
の
奏
楽
実
態

を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
と
く
に
、
大
正
十
四
年
ご
ろ
か
ら
充
実
の
兆
し
を
見

た
活
動
内
容
が
、
昭
和
四
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
を
追
っ

て
い
く
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
四
〇
〇
曲
を
越
え
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
残

念
な
が
ら
本
稿
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
さ
ら
な
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
，
詳
し
い
分
析
、
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
付
記
】

末
筆
な
が
ら
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
便
を
賜
っ
た
、
呉
市
産
業
部
海
事
歴

史
科
学
館
学
芸
課
市
史
編
さ
ん
係
の
方
々
、
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
の
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

     

注
(1)　
「
呉
海
兵
団
軍
楽
隊
が
広
島
の
音
楽
普
及
に
果
た
し
た
役
割―

先
行
研
究
と
今
後
の
課
題―

」

『「
広
島
の
音
楽
史
」
編
纂
に
向
け
て
（
第
一
回
中
間
報
告
集
）　

戦
前
の
広
島
に
お
け
る
洋
楽
の

普
及
』、
竹
下
可
奈
子
、「
広
島
の
音
楽
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
二
〇
一
三

(2)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
が
学
校
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
」『
音
楽
の
世
界
』
第
四
一
巻　

第
四
号
、
十

一
〜
十
八
頁
、
道
下
京
子
、
二
〇
〇
二
ほ
か

(3)　
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
海
軍
軍
楽
隊
と
地
域―

呉
海
兵
団
付
軍
楽
隊
と
『
音
楽
都
市
』
呉
を
事
例

に
（
特
集　

戦
争
と
音
楽
）」『
軍
事
史
学
』
第
四
四
巻　

第
二
号
、
四
三
〜
六
一
頁
、
桑
原
功
一
、

二
〇
〇
八
ほ
か

(4)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
一
〜
五
〇『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産

業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(5)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
日
本
洋
楽
史
の
原
点
』、
五
七
頁
、
楽
水
会
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
〜

五

(6)　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
四
三
年
十
月
三
〇
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(7)　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
四
一
年
十
一
月
二
五
日
（
資
料
提
供　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

(8)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(9)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
一
二
九
頁
、
中
国
新
聞
社
史
編
纂
委
員
会
編
、
一
九
七
二

(10)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
八
頁
で
は
大
正
十
四
年
五
月
一
日
創
刊
と
あ
る
が
、
呉
市
産
業
部

海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
に
は
大
正
十
三
年
一
月
十
日
の
創
刊
号
が
残
さ
れ
て
い
る
。

(11)　
『
中
国
新
聞
八
十
年
史
』、
九
七
〜
九
八
頁

(12)　
「
呉
海
軍
軍
楽
隊
」
二
五
『
呉
日
日
新
聞
』、
久
保
田
利
数
、
一
九
七
一
（
資
料
提
供 

呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
）

(13)　
『
芸
備
日
日
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(14)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
年
九
月
二
九
日

(15)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
七
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(16)　
『
呉
新
聞
』
昭
和
二
年
六
月
二
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(17)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
五
年
九
月
十
四
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(18)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(19)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(20)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
八
月
二
八
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(21)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
二
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(22)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
十
九
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(23)　
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
九
月
二
六
日
（
呉
市
産
業
部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(24)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁
、
渡
辺
弥
蔵
、
一
九
五
四
（
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
）

(25)　

海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
保
有
資
料

(26)　
『
呉
市
史
』
第
六
巻
、
六
七
七
〜
六
八
〇
頁
、
呉
市
史
編
纂
室
編
、
一
九
八
八

(27)　
『
広
島
の
音
楽
（
書
写
）』、
九
頁

(28)　
『
海
軍
軍
楽
隊
：
花
も
嵐
も…

』、
六
五
頁
、
針
尾
玄
三
編
、
常
数
英
男
監
、
近
代
消
防
社
、
二

〇
〇
〇

(29)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
三
日
お
よ
び
『
呉
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
四
日
（
呉
市
産
業

部
海
事
歴
史
科
学
館
学
芸
課
提
供
）

(30)　
『
中
国
新
聞
』
大
正
十
四
年
十
月
十
六
日
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